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共同研究の背景及び概要 

共同研究終了後の事業展開 

 JAXAでは2014年3月から、日本実験棟「きぼう」の設計・開発・運用で
培われた“JAXAの安全管理”が、医療の安全管理に適用できるかにつ
いて、検討を進めてきました。転倒・転落事故防止を取り上げ検討した
結果、「JAXAのシステマチックな安全管理手法が、医療安全管理に適
用可能である」と評価された活動に続くものです。 
 

 本共同研究では、ホトロン社が有する離床センサーの知見・技術等と、
JAXAの安全管理（故障検知機能、ヒューマンエラー防止機能及び、確
実な動作を保証する手順による多重防御設定）を組み合わせ、高信頼
性・高機能な離床センサーの開発・製品化を目指します。 
 

 また、転倒転落事故による、患者のQOL（生活の質）低下防止や医療
費の抑制等の課題解決に貢献する他、医療機関・医療機器業界による
医療事故撲滅に向けた取組み創出に貢献することが期待されます。 

体動コール「うーご君」（ホトロン社カタログより） 

JAXAが有する安全管理 

 病院、介護施設等への市場展開を視野に入れ、製品化を目指します。 

ホトロン社が有する離床センサーの知見・技術等 

JAXA安全管理の６つのステップ 

高信頼性・高機能な離床センサーの開発 


	JAXA有人安全・品質保証手法を適用した看護・介護用センサーの開発

